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避難所の運営

避難所開設

広域避難所の運営

福祉避難所

自宅では生活できない場合は、自主防災会の「地域の避難所」で生活します。

「地域の避難所」で生活できない場合は、「広域避難所」へ。

指定状況
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　市には、自主防災会が選定した「地域の避難所」と市が指定した
「広域避難所」があります。

地域の避難所

市の広域避難所（42箇所・救護所5ヶ所）

　広域避難所は、地域内の複数の自主防災会と避難者が運営します。
役割別の班編成をして、協力し合い対応にあたります。

本
部
長
・
副
本
部
長
・
各
班
長

避
難
所
運
営
本
部

避難者の要望・意見の取りまとめ、避難所運営本部会議の
運営事務局、避難所運営業務の記録・各自治区との連携、
ボランティアの受入・管理、情報収集・情報発信。

名簿の作成・管理、問い合わせへ対応。

危険箇所の対応、防火・防犯、施設管理全般。

食料・物資の調達・配布、物資の管理・配給、炊き出し。

医療介護活動、生活用水・風呂・ゴミ・トイレの管理。

　災害時に、避難所では生活が困難な障がいを持つ方や要介護者、乳幼児、妊産
婦など、災害時に特別な配慮が必要な方が避難できる二次的な避難所です。

※災害時に避難所で生活しなくてもよい様に、自宅の耐震化や家具の固定をしておきましょう。

現在、「たまり～な」（22世紀の丘公園）、静岡県総合教育センター（あすなろ）の2カ所
が指定されています。

福祉避難所での生活が困難な専門的なケアを要する要配慮者は、施設へ緊急一時入所が必要
となるため、関係施設との協議を進めています。

原則として、発災から最大7日間が開設期間となります。

発災後、協定している福祉避難所運営スタッフが揃い、受入体制が出来た時点で開設します。
心身の健康状態などを考慮して、必要性の高い要配慮者から優先的に受け入れをしていきます。


